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令和５年度３月補正予算について 

 

1 一般会計 

(１)  補 正 額            ６，８４４，５３４千円 

(２) 補正後の予算額    ８６，３０７，４６４千円 

 ［主な内容］ 

（歳  出） 

○職員給与費の増額（補正予算書４２頁） 

○人事管理事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書４２頁） 

○財政調整基金の積立て（補正予算書４２頁） 

○駐車場整備基金の積立て（利子）（補正予算書４２頁） 

○過年度国県支出金等返還金の増額（補正予算書４２頁） 

○固定資産税・都市計画税賦課事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書４２頁） 

○市民税賦課事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書４２頁） 

○戸籍情報システム管理運用事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書４２頁） 

◎物価高騰対応支援給付金給付事業費の計上（繰越明許費の追加）（補正予算書４２頁） 

○社会福祉基金、ふるさとみどり基金の積立て（補正予算書４２・４８頁） 

○障がい者相談支援事業費の増額（補正予算書４４頁） 

○障害福祉サービス等給付事業費の増額（補正予算書４４頁） 

○コミュニケーション支援事業費の計上（寄附金充当）（繰越明許費の追加） 

（補正予算書４４頁） 

○障がい者生活支援事業費の増額（補正予算書４４頁） 

○障がい児通所支援事業費の増額（補正予算書４４頁） 

〇障害福祉サービス費等支給事務費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書４４頁） 

○小児医療費助成事業費の増額（補正予算書４４頁） 

○子育て支援拠点管理運営事業費の増額（補正予算書４４頁） 

○民間保育所建設費補助事業費の減額（継続費の変更）（補正予算書４４頁） 

○民間施設等運営費補助事業費の増額（補正予算書４４頁） 

○多様な保育推進補助事業費の増額（補正予算書４４頁） 

○生活保護事業費の増額（補正予算書４６頁） 

○感染症予防事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書４６頁） 

○和留沢地区水道施設整備費補助金の計上（繰越明許費の追加）（補正予算書４６頁） 

○病院事業会計補助金の計上（補正予算書４６頁） 

○梅の里センター等管理運営事業費の増額（補正予算書４６頁） 

○農道・用排水路整備事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書４６頁） 

○地籍調査事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書４８頁） 

○小田原地下街事業特別会計繰出金の増額（補正予算書４８頁） 

 

◎は「主な事業」と

して別紙資料に再掲 
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◎路線バス等移動手段確保維持対策事業費の増額（繰越明許費の追加） 

（補正予算書４８頁） 

○街区公園等整備維持管理事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書４８頁） 

○フラワーガーデン管理運営事業費の増額（補正予算書４８頁） 

○こどもの森公園わんぱくらんど・ 村植物公園管理運営事業費の増額 

（補正予算書４８頁） 

○広域消防事業特別会計繰出金の増額（補正予算書４８頁） 

○ＩＣＴ活用教育推進事業費の増額（補正予算書５０頁） 

○学校給食センター整備事業費の増額（継続費の変更）（補正予算書５０頁） 

○小学校施設維持・管理事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書５０頁） 

○中学校施設維持・管理事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書５０頁） 

○就学前教育・保育施設再編整備事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書５０頁） 

○小田原駅東口図書館管理運営事業費の増額（補正予算書５０頁） 

○小田原アリーナ等管理運営事業費の増額（補正予算書５０頁） 

○予備費の増額（補正予算書５０頁） 

 

（歳  入） 

○地方交付税の増額（補正予算書３６頁） 

○物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の計上（補正予算書３６頁） 

○財政調整基金繰入金の減額（補正予算書３８頁） 

○繰越金の増額（補正予算書４０頁） 

○市債（臨時財政対策債）の増額（補正予算書４０頁） 

 

◆繰越明許費の追加（補正予算書７頁） 

 防災拠点整備事業（その２） 

 おだわら子ども若者教育支援センター運営事業 

 農業振興地域管理事業 

 国道・県道整備促進事業 

 市営住宅運営事業 

 久野霊園管理運営事業 

 生涯学習センター本館管理運営事業 

 小田原アリーナ等管理運営事業 
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2 競輪事業特別会計 

(１) 補 正 額            ２，５６４，８２９千円 

(２) 補正後の予算額  ３３，５６４，８２９千円 

［主な内容］ 

○車券発売金の増額（補正予算書６４頁） 

○繰越金の増額（補正予算書６４頁） 

○小田原競輪場施設等改善基金積立金の増額（補正予算書６６頁） 

〇競輪開催費の増額（補正予算書６６頁） 

〇予備費の増額（補正予算書６６頁） 

 

3 天守閣事業特別会計 

(１) 補 正 額            ５０，５２５千円 

(２) 補正後の予算額  １８４，５２５千円 

［主な内容］ 

〇繰越金の増額（補正予算書７２頁） 

○小田原城施設整備基金積立金の増額（補正予算書７４頁） 

〇予備費の増額（補正予算書７４頁） 

 

4 国民健康保険事業特別会計 

(１) 補 正 額            １４６，１０６千円 

(２) 補正後の予算額  ２０，６９６，１０６千円 

［主な内容］ 

〇繰越金の増額（補正予算書８０頁） 

○国民健康保険事業運営基金積立金の増額（補正予算書８２頁） 

〇諸支出金の増額（補正予算書８２頁） 

○予備費の増額（補正予算書８２頁） 

 

5 国民健康保険診療施設事業特別会計 

(１) 補 正 額            ２，３９７千円 

(２) 補正後の予算額  ３３，３９７千円 

［主な内容］ 

〇繰越金の増額（補正予算書８８頁） 

〇予備費の増額（補正予算書９０頁） 

 

6 公設地方卸売市場事業特別会計 

(１) 補 正 額            ７，５１１千円 

(２) 補正後の予算額  １８９，５１１千円 

［主な内容］ 

〇繰越金の増額（補正予算書９６頁） 

〇予備費の増額（補正予算書９８頁） 
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7 介護保険事業特別会計 

(１) 補 正 額            １０１，０４８千円 

(２) 補正後の予算額  １７，６８５，７６７千円 

［主な内容］ 

〇支払基金交付金の減額（補正予算書１０４頁） 

〇県支出金の減額（補正予算書１０４頁） 

〇基金繰入金の減額（補正予算書１０４頁） 

○繰越金の増額（補正予算書１０４頁） 

〇諸支出金の増額（補正予算書１０６頁） 

 

8 後期高齢者医療事業特別会計 

(１) 補 正 額            ６５，７８８千円 

(２) 補正後の予算額  ５，２４８，７８８千円 

［主な内容］ 

〇繰越金の増額（補正予算書１１２頁） 

〇後期高齢者医療広域連合納付金の増額（補正予算書１１４頁） 

 

9 広域消防事業特別会計 

(１) 補 正 額            １５５，４９８千円 

(２) 補正後の予算額  ４，９２６，４９８千円 

［主な内容］ 

〇消防費負担金の増額（補正予算書１２０頁） 

〇一般会計繰入金の増額（補正予算書１２０頁） 

〇常備消防費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書１２２頁） 

〇消防施設費の増額（補正予算書１２２頁） 

 

10 地下街事業特別会計 

(１) 補 正 額            １６，９３２千円 

(２) 補正後の予算額  ８００，９３２千円 

［主な内容］ 

〇財産運用収入の増額（補正予算書１３０頁） 

〇一般会計繰入金の増額（補正予算書１３０頁） 

〇繰越金の増額（補正予算書１３０頁） 

〇一般管理費の増額（補正予算書１３２頁） 

○公債費の増額（補正予算書１３２頁） 

〇予備費の増額（補正予算書１３２頁） 

 

◆繰越明許費の追加（補正予算書２９頁） 

 設備等改修事業 
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11 病院事業会計 

(１) 補 正 額             ３６０千円 

(２) 補正後の予算額  １７，９５３，３３０千円 

 ［主な内容］ 

 ○特別利益の増額（補正予算書１４２頁） 

 ○企業債の減額（補正予算書１４４頁） 

 ○一般会計補助金の計上（補正予算書１４４頁） 

○寄附金の増額（補正予算書１４４頁） 

〇市立病院新病院建設基金の積立て（寄附金充当）（補正予算書１４４頁） 

 

12 全会計合計 

(１) 補 正 額            ９，９５５，５２８千円 

(２) 補正後の予算額   ２０５，１１３，８１１千円  
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３月補正予算計上の主な事業 

まちづくりの目標「生活の質の向上」   （事業費：５２５，８９１千円） 

事 

業 

内 

容 

 

物価高騰による負担増を軽減するため、住民税均等割のみ課税世帯に対し、１

世帯当たり１０万円を支給するとともに、低所得の子ども扶養世帯（１８歳以下

の子を扶養している世帯）に対し、子ども１人につき５万円を支給する。 

また、令和５年１１月から開始した路線バスの減便による空白時間帯等を補完

する移動支援の実証事業について、対象地域の拡大等を行い、効果や実現可能性

を引き続き検証する。 

 

 

◎物価高騰対応支援給付金給付事業費の計上（繰越明許費の追加） 

【事業の詳細は７頁を参照】  

 

＜支給対象・支給額＞ 

対 象 支 給 額 

住民税均等割のみ課税世帯 １世帯１０万円 

住民税非課税世帯及び住民税均等割のみ課税

世帯のうち１８歳以下の児童がいる世帯 子ども１人あたり５万円 

 

 

◎路線バス等移動手段確保維持対策事業費の増額（繰越明許費の追加） 

【事業の詳細は８頁を参照】    

 

＜対象地域・助成額＞ 

 現行実施内容 変更実施内容 

相乗りタクシー 

前羽 

（週５日） 

 

 

前羽 

下曽我・国府津 

片浦 

（週２日） 

共通助成券   

 

対象者 
７５歳以上 

運転免許証非保有者 

７０歳以上 

運転免許証非保有者 

配布地域 

曽我・下曽我 

国府津・前羽・橘北 

 

 

曽我・下曽我 

国府津・前羽・橘北 

片浦 

豊川・上府中（一部） 

助成額 １人１２，０００円 １人１６，８００円 

 

（補正予算書４２・４８頁） 
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物価高騰対応支援給付金給付事業費について 
 

１ 給付金の趣旨 

物価高騰による負担増を軽減するため、低所得世帯に対し給付金を支給する。 
 

２ 対 象 

基準日（令和５年（2023年）12月１日）において、本市に住民登録がある次の世帯 

(1) 令和５年度住民税均等割のみ課税世帯 

(2) 令和５年度低所得の子ども扶養世帯（非課税世帯及び均等割のみ課税世帯で１８歳

以下の子を扶養している世帯） 
 

３ 支給額 

(1) 住民税均等割のみ課税世帯・・・１世帯当たり 10万円 

(2) 低所得の子ども扶養世帯・・・子ども 1人につき５万円 
 

４ 申請方法等 

 (1) 住民税均等割のみ課税世帯 

・ 対象世帯を抽出して確認書を送付し、確認書の返送されたものから支給 

・ 令和５年１月２日以降に小田原市に転入してきた世帯に対しては、マイナンバー制

度を活用し対象となる世帯を抽出、確認書を送付し、確認書が返送されたものから

支給 

(2) 低所得の子ども扶養世帯 

・ 対象世帯を抽出 

・ 非課税世帯で令和５年度の価格高騰支援給付金（7万円）を小田原市で受給した世  

帯には振込口座を記載した支払予定通知を送付し、口座の変更がなければ登録  

の口座に支給 

・ 均等割のみ課税世帯には確認書を送付し、確認書が返送されたものから支給 

 

５ 申請期限 

 令和６年（2024年）８月 31日 
 

６ 支給件数（見込み） 

(1) 住民税均等割のみ課税世帯          3,000世帯 

(2) 低所得の子ども扶養世帯       2,000世帯   

 

７ 予算額 

  479,155千円 

（内訳） 給付金                   450,000千円 

事務費（郵送料、委託料等）       29,155千円 
 

８ 財 源 

  物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（国 10/10） 

 

問い合わせ先 

福祉健康部福祉政策課福祉政策係 

電話 ３３－１８６１ 
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路線バス等移動手段確保維持対策事業費について 

 

１ 目 的 

 日中に路線バスの空白時間帯が生じている地域や、高齢者を中心に駅・バス停から離れ

た地域での移動の課題に対応するため行っている移動支援策の実証事業について、地域と

の意見交換などを踏まえ、対象地域の拡大等を行い、引き続き、効果や実現可能性を検証

する。 

２ 事業概要 

 先行地域での実証事業に加え、令和６年（2024年）４月から 10月までの期間で次の事業

を行う。 

（１）路線バス空白時間帯の相乗りタクシー 

  「下曽我駅～国府津駅」と「片浦地域」（小田原駅～石名坂）で、乗降スポットと鉄道

駅間のタクシー輸送を行う。（週２日運行） 

  ※先行地域についても、「週５日」から「週２日」に変更 

（２）タクシー・路線バス共通助成券の配布 

  「片浦地域」「豊川・上府中地域の各一部」に居住する 70 歳以上の運転免許証非保有

者を対象に配布する。（一人当たり 16,800円） 

  ※先行地域についても、「75 歳以上の運転免許証非保有者」から「70 歳以上の運転免

許証非保有者」に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜変更後＞ 

■実証期間 

令和６年４月～10月 

■相乗りタクシー 

 ・運行エリア（運行日数） 

前羽（週２日）      

下曽我・国府津（週２日） 

片浦（週２日）      

■共通助成券（一人当たり 16,800円） 

・対象者 

70 歳以上・運転免許証非保有者 

・対象地域（先行） 

  曽我・下曽我・国府津・前羽・橘北               

 ・対象地域（追加） 

  片浦             

  豊川・上府中地域の各一部   

 

＜変更前＞ 

■実証期間 

令和５年 11 月～令和６年３月 

■相乗りタクシー 

 ・運行エリア（運行日数） 

前羽（週５日）      

 

 

■共通助成券（一人当たり 12,000円） 

・対象者 

75 歳以上・運転免許証非保有者 

・対象地域 

  曽我・下曽我・国府津・前羽・橘北 
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３ 予算額 

  46,736千円 ※繰越明許 

内訳 タクシー・路線バス共通助成券（38,682千円）、助成券郵便料（502千円）、 

   相乗りタクシー運行委託料（運賃収入は運行委託料から差し引く）、 

   助成券印刷製本費 

 

４ 財 源 

   物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 

 

５ 対象エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※豊川（一部）：東成田・西成田・成和・桑原・富士見自治会 

※上府中（一部）：上千代・上原・下千代・永塚・東大友・西大友・延清自治会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問い合わせ先 

都市部まちづくり交通課 

電話 ３３－１７４４ 

黒塗：継続地域(助成券配布地域) 

赤塗：拡大地域(助成券配布地域) 

黄破線：相乗りタクシー運行ルート 

根府川駅 

下曽我駅 

国府津駅 片浦地区 

曽我・下曽我・国府津・前羽・橘北・豊川(一部)・上府中(一部)地区 


